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本種は,  日光から採集された2 頭の標本にもとづいて, G. LEWIS (l894) が新種として記載した黒
色の特徴のある種である. その後, 本州の中部山岳地帶にも分布することが知られ, その範囲は新潟
県, 富山県, 石川県, 岐_章県あたりであるが, 中根(l956) に近畿地方の奈良県 (北山峡) で得られた記
録がある. その他, 東北地方からは未知であるので, 現在知られている分布範囲は関東から中部, 北
地域の山岳地と近畿地域の一部ということになる・

最近になって, 岸井 (1985) は本種について, “hypocritaは北ヨーロッパ原産でシベリア東部まで分
布するElater afmis PAYKuLLに極めてよく似た形態をもち, 一見識別が困難である”と述べ, さらに
本邦産hypocritaはalginisと同種で僅かに分化した別亜種とすべきである”として, 本州産の種は旧
大陸に分布するafulisの亜種とみなした. 岸井は, 北海道で分化したと考えられるL・ afinisku「lion-

Table t .

a fmis hypocrita

前胸背板 両側は後角のやや前で弱く 内方へ彎曲
する

両側は後角やや前で強く 内方へ彎曲す
る (Fig. 1, N)

前胸背板の
点刻

やや粗に・ 墲ﾉ印する 小形で一様に印する (Fig. 1, G)

前胸背板の
後角

後外方に向かってまっすぐに伸長する.
背面の隆起線は明瞭

末端部は彎曲して突出する. 背面の隆
起線は弱い (Fig. l , N)

離 触 角 前胸背板の後角より末端 l ~1 .5 節後
方へ伸長する

前胸背板の後角より末端 2~2.5 節後
方へ伸長する

前胸腹板
実起 末端はやや太ま りとがる 末端は細まってやや鋭く とがる

(Fig. 1, H)

条線は深く印し, 間室の点刻は深くて
明瞭

条線は浅く印し, 間室の点刻は小形で
浅い (Fig. 1, F)

離交尾器 側実起の末端部の三角形状部は頼広く
外緑の後半は直線状 (Fig. 1, A, B)

側突起の末端部の三角形状部は幅せま
く , 外緑の後半は彎曲する
(Fig. 1, J, K)
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sjs (MlwA, lg28) ォォクロツヤヒラタコメツキと本州にみられる hypoc「ita とは, 分化過程において
相同とみているようで, “hypocritaは本州高地帶で分化し, kurilensisは北海道で分化した共にaffuliS
の亜種とすべきものと思う” と記している-
前述のように, 本種は関東, 中部, 北11t地域の山属地帶に分布が知られているが, 東北地方からは未
知である. また, 本種の類似種は朝鮮半島からも知られていたい. 本州と北海道で極の分化がみられ,

Fjg. 1. A-D, Liotr!'chus affinis (PAYKULL, l800) from Europe; E-N, Liotrlchus hypocrita
(LEWIS, l984) from Shiga-Kogen(central Honshu, Japan). - A, B, J, K, I, Aedeagus,
dorsal vjew; C (2-4), D (2-3), L (2-4), M (2-3), male antennal segments; E, maxillary
palpus; F, 2-3 intervals of right elytron; G, some punctures onpronota1 disc; H, pre-
sternal process, lateral view; N, 1eft hind angle of pronotum, dorsal view.
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fill極を異にする例は多いが, 基fill種がlll大陸_に分布する場合には, 本州に産する種の分布域は, 通常,
中部地域だけに限ら v iず,  東北地方まで仲び,  朝鮮半島にも基亜種かそれに近いものの分布している
ことが多い. しかし, 本種は分布範囲がきわめて限定されていて, 形態にも明瞭な相速がみられるの

で, lll 大?空の種とは1111極の段階を越えて, それぞれが独、i_種としての位l置にあるものと判断される.

形態の概要

体長は10 mm内外, 体11.'、ll色で光沢を有し, 全面に淡1fi1?色の毛を生ずる. 触角はIll、色で般は1'褐
色, ・事flはやや持i色味をおびることがある.
本極は一般形態がョーロッ, ,A産のaffulisに類似するが, 表のようなおもな相速点がみられる.
本種は, .北;海道に分布する1111種 (a finis kurile,,sis) に比べて一般に小形であり, 基亜種との差もより

期l ﾏ 'で �䜛 . 岸jt : ( l985 ) が判断したように , 系統的には共通のものから分化してきたものと思われ
が, その分化程度はそれぞれがもはや独立種の段階にあると恩われる. なお, 岸月二は, MIwA(l934) に

より北アルプスの無fijrからの標.本にもとづいて新種として記載された Cory,n加os alpensls ( =Liotri-
chus alpensis) ミヤマクロヒラター」メツキにもr及しているが, この種の基準標本は台湾省 業試験所

に保管されている. 原記般では雄とされているが, 基準標本を検したかき' りでは雌個体と判断される.
、尾に, 本種について極々ご教,J、をいただいた鈴木 1;i博.L-に心からお礼中し上げる.

Summary

Li(,tricltlls 1lypocrita (LEWIS, 1894) has been found in mountain areas of central Honshu,
Japan. Recently, T. KlsHl l (1985) gave the opinion that this species should be regarded a s a

subspecies of L affitlis (PAYKuLL, 1800) distributed from Europe to Siberia. A f ter a careful
examination of these two species, the author came to the conclusion that L hypocr ita had better
be considered to be a valid species. Some morphological structures of this species are shown
in SEM images (Fig. 1).
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